
・・・・・清掃９08人の団結で清掃事業民間委託・合理化攻撃と対決しよう！・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

2018 年度第 8 回支部中央委員会 
2018年度第 8回支部中央委員会が 6月 14日（金）15時 15分から市労連会館 5階講堂に

て開催された。中央委員総数 33名中 26名が出席し、経過報告並びに協議事項について執行部か

ら提案され、提案通りに承認された。 

 

 

 

 

 

 
  

重点報告については、次の通り 
※重点報告については、次の 17点が報告された後、すべて承認された。 

1．岸まきこを支援する輪を広げよう決起集会について 

2．ピースアクション 2019.5.15平和行進について 

3．かながわ女のスペースみずらチャリティーバザーについて 

4．2019職員家族大運動会の報告について 

5．2019年度清親会理事会及び総会について 

6．狭山事件の再審を求める市民集会 

「つぎつぎと無実の新証拠！東京高裁は鑑定人の尋問を！」 

7．『示そう辺野古NO！の民意を』全国総行動 

～止めよう辺野古新基地建設 9条改憲 安倍政権の暴走を～ 

5.25国会包囲行動について 

8．自治労第 2回現業政策集会について 

9．川崎市労連意思統一集会拡大中央委員会・第 7回市職労中央委員会について 

10．川崎地域連合「2019多聞善塾」について 

 11．2019自治労県本部「現業・公企統一闘争集会」について 

 12．2019年度県本部労働安全衛生集会について 

 13．2019年度第 2回清掃支部処理場会議について 

 14．第 35回通常総代会開催について 

 

 

 



・・・・・清掃９08人の団結で清掃事業民間委託・合理化攻撃と対決しよう！・・・・・ 

15．令和元年度第 3回環境局職員安全衛生委員会廃棄物部会報告について 

16．特別報告 

※第 2回と第 3回清掃支部選挙管理委員会について 

※川崎市職労現業評議会 4役選挙の結果について 

※清掃支部役員選挙/執行委員選挙結果について 

清掃支部 4役・執行委員及び支部選出市職労中央委員の選挙について 

  ※この間の事務折衝報告 

※川崎市職員労働組合役員選挙管理委員会の報告について 

17．各専門部の報告について 

（1）財政部 

2018年度第 3四半期一般会計、第 3四半期闘争資金積立金特別会計中間報告（別紙） 

（2）安全部 

        第 9回支部安全部長会議報告について 

（4）人権部 

        神奈川人権センター第 26期人権学校講座 5『生活の課題』講座 6『高齢者の課題』 

講座 7『性的少数者の課題』講座 8『HIV/AIDSの課題』 

 

協議事項については、次の通り 

※協議事項については次の 5点が提案された後、1点の質問が出され執行部回答と中央委員からの

1点のお願いの後、すべて拍手で承認された。 

1.  南部分会の名称変更について 

2.  2019年度夏季臨時的任用職員配置計画について 

3.  2020年度予算要求の取り組みについて 

4.  第 59回支部定期大会の開催について 

5.  その他 

2.夏季臨時的任用職員配置計画について 

〈質問〉川崎分会 岡村中央員 

 夏季アルバイトに関して、車両が小型化になり乗せるところが少なくなってきた。人員で 

なく予算として各職場に振り分けられないか？ 

〈回答〉金書記長 

 実は以前、夏季手当復活の議論をしたことがある。その時に環境局から財政局に打診をして

もらったことがあり、それなら夏季バイト自体が無くなってしまうという回答があった。3 年

ほど前から車や人が減ってきていて本当だったら 20 名という人数も難しい、何とか環境局と

交渉をしながら毎年付いているのが現状です。そのような経緯から、その議論になるとアルバ

イト自体無くなる可能性がある。また役所の予算というのは使い道が決まっていて、アルバイ

トのために付いている予算を、他のものに運用するという事は出来ないようになっています。 
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3.予算要求の取り組みについて 

〈お願い〉本庁分会 粟野中央委員 

 施設整備課から各施設に対して、次年度の設備改修の予算要求のヒアリングの調査をなげか

けています。支部の予算要求で挙げていただいても、お金がないと認められなくなってしまう

ので、こちらのシートにも反映させていただければと思いますので宜しくお願いします。 

 

5.その他として・・・ 

現業評議会 福澤事務局次長あいさつ 

まず初めに多摩分会、宮前分会に対しましては、挨拶に行くこと

ができず申し訳ありませんでした。また、他の分会につきましては

お仕事中にも関わらず、多くの組合員のご参集ありがとうございま

した。 

6 月 7 日に投開票がおこなわれ、現業評議会・事務局長に就任

することが決まり、13日に行われた第 9回現評幹事会の中で、現

業評議会選出として本部中央執行委員候補になることが確認され

ました。6月 27日に投開票日となっていますので、今後ともよろ

しくお願いします。 

 

川崎分会 三石中央委員 

 今回の選挙結果は、各分会において中央委員からの情報提供が滞ることで、支部の活動内容

が不透明となり、支部の悪い噂だけが目立ち、支部がやっている折衝等の成果がしっかりと伝

わっていなかったと考えられる。 

旧川崎分会で役員をしていた時は、支部長や書記長とどんな話をしたか、しっかり各分会員

と意思疎通を図ってきた。支部の活動内容等は、私たち中央委員から各分会員へ伝える責任が

ある。金書記長がいなければ、今年度から実施となった 4 生活環境事業所への機能移転もうま

くいかなかっただろうし、とにかく残念でならない。今後は周知徹底のもと支部への不信感を

無くしていくべきである。 

 

川崎分会 岡村中央員 

 選挙が終わり、今回の件でごたごたしている中で各分会が割れてしまったら、本当に当局の

思うツボでる。 

三石委員が言ってくれたことは本当に勇気があるし、素敵なことだと思う。 

本当に一枚岩になろうという動きをしていくべきである。そうしていかないと、金書記長が

悔しい思いをしたのを無駄にすることになる。本心としては金書記長に続投してもらいたいが

落選したことは事実として受け止めなければならない。 

この様な状況が続くのであれば、清掃支部はなくなってしまう。結果、本当に自分たちの仕事

がなくなって、明日から家族で生活できなくなってしまう。 

今一度、真剣に考えなければ次の書記長は立てられないし、立った人がかわいそうだ。こんな
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状況で誰が書記長に立つのか？投げやりになるだけだ。そうならないように中央委員会、組織

強化委員会があると思う。 

こういった雰囲気では残ってくれる人だって辛いし、嫌になってしまう。自分が執行部側に

いたら、それこそ机をひっくり返して帰っていると思う。それでも頑張ってくれているのだか

ら、もう 1回、みんなでなんとか頑張っていきたいと思う。 

 

長安副支部長 

お話を聞いて、怒りをぶつける場所が違うと思う。確かにこの選

挙結果は執行部に対する批判であると受け止めているし、組織票も

あったと思われる。しかし、この選挙でやっていいことなのか、疑

問に思っている。 

新たに 4役に立候補した黒澤ユース部長と崔組織部長、分会を立

て直すために 1度、支部執行員をやめ、分会の役員をやりながら立

て直しをしていたにもかかわらず、分会からの支部執行員の不在を

埋めるため、再度立候補した方。分会 4役から覚悟を決め立候補し

た方、こうした人たちに対してまで、不信任票を投票する。このや

り方は明らかに間違っている。このやり方が間違っていることを分会員に伝え、それに立ち向

かうことが中央委員の仕事であると考える。どう立ち向かうかについては、今後の中央委員会

で皆さんと話し合って決めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

田村書記次長 

中央委員の方々のやり取りを聞いた上で本音を言わせてもら

えば、金書記長抜きの 10月以降の組合活動は想像ができない。

投開票日からじわじわとボディブローのように、惜しさや不甲斐

なさが込み上げてきている。また、次期新執行委員に対する不信

任の数は腹立たしいと感じているし、その不信感は自分に対し向

けて欲しかった。 

このようなやり方を続けていけば、清掃支部の未来はなく自滅

の道を歩むだろうと危惧している。分会が一枚岩になることで、

次期新執行委員の不安が少しでも拭えるようお願いしたい。 

 


